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ネットワークで広がる・深まる！

視野を広げる川の環境学習

主 題 「視野を広げる川の環境学習の実践」■

―「 ぐんまの川”環境情報ネットワーク」“

の活用を通して―

■特別研修員 田代 高次（伊勢崎市立赤堀中学校）

関根 崇史（伊勢崎市立境北中学校）

中島 潔（新治村立新治中学校）

深須 淳代（太田市立沢野中央小学校）

■ 総合的な学習の時間の中で 子どもたちの環境に対する視野を広げ、考え方研究の概要 、

を深めるため “ぐんまの川 環境情報ネットワークを活用した環境学習に取、 ”

り組んだ。４校の実状に合わせた活動案を考え、実施時期を近づけて学習の交

流を積極的に図りながら実践を行った。その結果、川の上流・下流のつながり

を意識できるようになり、環境に対する視野を広げることができた。これらの

実践をもとに、川学習の指導展開例を作成した。

キーワード 【総合的な学習ー小 総合的な学習ー中 環境学習 川学習 ネットワーク】■

Ⅰ 川から広がる環境学習

学校における環境学習では、子どもが自分

を取り巻く環境事象に対して意欲的にかかわ

り、それらに対する感受性を豊かにすること

に努める必要がある。そこでまず、五感を通

して自然に触れる中で、自然に対する感性を

育てていくことが重要であろう。自然と直接

かかわる中で生まれた感動や驚き、疑問など

を実感することが環境学習の基盤であり、こ

うした学習機会を多くもつことこそが、自分

を取り巻く環境について自分の力で考え、行

動する子どもの育成につながると考える。

環境学習において、地域の自然を自分との

かかわりでとらえようとするとき 「川」は、

身近であり、また、生活と深く結びついてい

るため大変有効である。加えて 「川」は上、

流から下流、また、支流から本流へとつなが

っていて、自然や暮らしはその中で互いに影

響を及ぼし合っている。そのため、同じ川の

流域に位置する学校間で学習の交流が行いや

すく、その結果、環境というものをより広い

視野でとらえ、環境に対する考え方を深める

ことできると考える。

平成 年度の群馬県総合教育センターの15
研究により 「 ぐんまの川”環境情報ネッ、“

トワーク」が構築され（以下 「川ネットワ、

ーク」とする 、インターネット上で、群馬）

県の川に関する情報を容易に手に入れること

ができるようになった。また、このような川

ネットワークの活用は、学習の交流を容易に

する手だてとして有効であることが確認され

ている。

25先行研究では、小学校の川学習活動案（

時間配当）が作成されているが、中学生でも

環境に対する視野を広げ、深めるという視点

から、この川ネットワークを活用した環境学

習は有効であると考えられる。そのため、中

学校の川学習活動案の必要性も高い。また、
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25川学習を実施する場合 学校の実状により、 、

時間実施することが難しい場合があり、その

ため、小学校・中学校とも短い時間で行える

川学習活動案も必要となる。

本研究は、先行研究の川学習活動案を基本

として、川ネットワークを活用した実践授業

を行い、その実践をもとに、小学校の川学習

指導展開例（短時間）と中学校の川学習指導

展開例を作成する。

Ⅱ 実践授業の構想

先行研究をもとにして、４校の実状に応

じるような時間配当での授業を図１のように

構想した。また、次の３つを新たに手だてと

して取り入れた。

１ ネットワークを活用した

学習の交流

本研究を行った４校の位置を図２に示す。

、 。 、４校は すべて利根川流域にある そのため

調査日程をできるだけ近づけ、情報の発信や

掲示板の活用などをスムーズに行うことによ

り、川ネットワークを通して他校の調査結果

、 、や感想 他の川の様子などを知ることができ

環境をより広い視野でとらえることができる

環境学習を効果的に行えると考えられる。

２ 県河川課との連携

川ネットワークに「県河川課との掲示板」

を作成し、活用を図１に盛り込んだ。専門的

な内容については県河川課に質問することに

より、解決を図っていけると考える。

また、県河川課の方にゲストティーチャー

として学校に来ていただき、調査方法や疑問

点などを直接教えてもらう機会をもつことに

、 。より 興味深く学習を進められるようにする

３ 川学習シートの活用

児童生徒の視野の広がりを調べるために

は、この学習活動の前後で川の環境について

、 。 、質問し その変容を見取る必要がある また

環境に対する考え方の深まりは、課題をつか

、 。み 解決に近づく姿から見取ることができる

これらの見取りをスムーズに行うため、１枚

のシートになるようにした川学習シートを作

成して活用する。このシートの最初と最後に

、 、記入する内容の着眼点や文字数の違い また

途中で記入する課題やまとめにより、川につ

いての視野の広がりや考え方の深まりを確認

する。

赤谷川（利根川上流域の支流）

粕 川（利根川中流域の支流）

石田川（利根川下流域の支流）

図２ 調査を行った川と４校の位置
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ふれる・ 広げる・ まとめる・過程

つかむ過程 (追究する)過程 (深める)過程ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

５時間 ５時間 ６時間

・導入１ｈ ・調査追究活動５ｈ ・まとめと発信

・川調査２ｈ (県河川課との掲示板) ５ｈ小学校

(県河川課の協力) ・活動のまとめと16時間

・調査結果発信 生活の振り返り

１ｈ １ｈ

・課題決め１ｈ

７時間 10時間 ８時間

・導入３ｈ ・計画と準備 １ｈ ・まとめ １ｈ

・川調査２ｈ 学 ・調査追究活動①２ｈ 学 ・情報発信の準備 学

(県河川課の協力) 習 (県河川課との掲示板) 習 と各自の実践 習

・調査結果発信 の ・まとめと再検討① の ３ｈ の中学校

１ｈ 交 １ｈ 交 ・校内への情報発信 交25時間

・課題決め１ｈ 流 ・調査追究活動②２ｈ 流 ２ｈ 流

(県河川課の協力) ・校外へ情報発信

・まとめと再検討② １ｈ

１ｈ ・活動のまとめ

・調査追究活動③２ｈ １ｈ

(県河川課との掲示板)

・生活の振り返り１ｈ

５時間 ６時間 ４時間

・導入１ｈ ・調査追究活動５ｈ ・まとめ１ｈ

・川調査２ｈ (県河川課との掲示板) ・情報発信１ｈ中学校

(県河川課の協力) ・ポスターセッション ・意見交換 １ｈ15時間

・調査結果発信 １ｈ ・活動のまとめ

１ｈ １ｈ

・課題決め１ｈ

４時間 ４時間 ２時間

・導入１ｈ ・課題決め１ｈ ・まとめ１ｈ中学校

・川調査２ｈ ・調査追究活動２ｈ ・情報発信１ｈ10時間

(県河川課の協力) (県河川課との掲示板)

・調査結果発信 ・生活の振り返り１ｈ

１ｈ

（ はネットワークを活用した学習を示す）図１ 川学習の実践授業の構想図
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１ 授業実践一覧

以下に示す学校と授業時間で、授業実践を行った。

( ) 小学校 時間 「石田川をさぐろう （授業実践１）1 16 」

○実施学校…太田市立沢野中央小学校 ４年総合学習 名35
○指導者……教諭 深須淳代

○実施期日…９月～ 月10
( ) 中学校 時間 「粕川を調査して、川の環境について考えよう （授業実践２）2 25 」

○実施学校…赤堀町立赤堀中学校 １年総合学習「水質調査班」 名22
○指導者……教諭 田代高次

○実施期日…７月～ 月12
( ) 中学校 時間 「赤谷川を調べ、川の環境について考えよう （授業実践３）3 15 」

○実施学校…新治村立新治中学校 ２年総合学習「川調査班」 名27
○指導者……教諭 中島 潔

○実施期日…９月～ 月12
( ) 中学校 時間 「粕川を調べ、川の環境について考えよう （授業実践４）4 10 」

○実施学校…境町立北中学校 １年総合学習「水質調査班」 名10
○指導者……教諭 関根崇史

○実施期日…９月～ 月11

２ 授業実践の例

授業実践１

太田市立沢野中央小学校 第４学年「石田川をさぐろう （小学校16時間）」

(1) 指導経過

目 身近な川の学習を通して地域の環境を知るとともに、ネットワークを活用し環境問

、 、標 題を広い視野で考えることにより 自然や人々の生活がつながっていることに気づき

環境を守っていこうとする気持ちや実践力を育てる。

ふ れ る ・ つ か む 過 程 ５時間

時間 児 童 の 活 動 ﾈｯﾄﾜｰｸの活用 児童の様子（教師の支援・留意点）

身近な川について知っていることを話し合う

１ ○地域の川「石田川 」につ ◎川で遊んだ経験や、川について知って

いて知っていることを話 いることはあまりない。川学習シート

し合う。 への記入は「知らない」が多かった。

《川学習シート》に記入 ネットワーク

時 する。 の提示

、○川ネットワークを開いて、 ◎川ネットワークの活用のしかたを知り

ネットワークへの参加の意欲がもてた情報を確認する。 効果

ようだ。

間

○川調べカードの記入方法 情報提供用の （＊ネットワークに参加するための準備

や調査項目について知る 調査用紙 として、川調べカードに記入する方法。

Ⅲ 川ネットワークを活用した授業実践
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（川調べカードの記入でき を知らせる ）。

）るところはすませておく

石田川に行って、川の中や川岸の様子を調べる

○石田川に行き、調査活動 （＊活動の約束を確認し、危険な行動は

をおこなう。 しないように話す ）。

（＊群馬県河川課の職員をゲストティチ

ャー（以下ＧＴ）として招き、活動

２ 全体を支援していただく ）。

◎河川課・水産試験場・太田土木事務所

より１１名の職員に来ていただいた。

また、事前の調査により、石田川より

その支流の聖川の方が浅くて活動に適

時 していることがわかった。下草刈りな

○ＧＴの話を聞く。 どの下準備もしていただいた。

○川の中の様子を観察する 情報の収集 （＊川の中の活動はＧＴの指示に従って。

・網を使って生き物を探 活動させる ）。

、す。 ◎思ったより生き物がたくさんいたので

・箱めがねで水中を覗く 児童は大喜びで夢中になって探してい

間 ・流速測定器を使って流 た。

速を調べたり水質検査 ◎最初は川の中に入るのをためらった児

を行ったりする。 童も徐々に慣れ川の中での活動をとて

も楽しんでいた。

◎あらかじめ、魚を水槽に入れておいて

くれたり、川の虫を拡大鏡にセットし

ておいてくれたりしたので陸上での観

察活動も容易にできた。指標生物の確

認も持参してくれた資料のおかげで、

わかりやすかった。

◎流速測定器を使って川の真ん中と端の

速さの違いを知ることができた。児童

はＧＴの説明を真剣な表情で聞いてい

た。

（＊検査は補助的な扱いとし、児童の感

じたことを大切にする ）。

○水産試験場の方から聖川 情報の収集 ◎水産試験場の方の話は、今日見つかっ

にいた魚の種類について た魚についてで、魚の名前をひとつひ

の説明を聞く。 とつ教えてくださり児童は大変興味深

そうに聞き入っていた。

○川の中の様子や川岸の様 （＊気温や水温などを調べる ）。

子を観察し、カードに記 （＊感じたままのことをカードに記入さ

入する。 せ個人差があってもかまわない ）。

（＊ゴミや汚れの種類をよく観察させ、

あっ！

何か、いたよ

これで、川の速さを
測るんだよ。
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選択肢から選び、記入させる ）。

○観察して気づいたことを ◎ビデオテープやペットボトルなどのご

記録する。 みを見つけ、問題点に気づくことがで

きた。

石田川（聖川）の調査結果を発信する

１ ○調査してきたことをネッ 情報の発信 （＊児童の入力を支援する ）。

、トワークに入れる。 ◎調査項目の入力は時間がかからないが

学校名と自分の名前を打ち込むのに手

○すでにネットワークに入 間取った。効果

◎自分が入れた情報がグラフ化されていっている他校の情報を見

ることに喜ぶとともに、全体的な傾向時 る。

を読み取ろうする児童もいた。

◎すでに入っている利根川流域の上流の

情報を見て、どよめいた。自分たちの

調べた川の結果との違いに大変驚いた

。 「 」間 ようである 特に 顔を洗えるくらい

という項目の数が多いのでことに興味

を示していた。

◎川調べの調査結果を見て、自分たちの

川（下流）と上流の川の様子の違いに

気づくことができ、川についてもっと

詳しく知りたいという意欲が高まった

ようである。また、掲示板に興味をも

った児童も多く情報の伝達にも意欲的

であった。

課題を決めて、調べる計画を立てる

○川の気持ちに応えるため （＊川の調査をもとに川の気持ち・川の

にどんなことを調べれば 願い（環境問題）を考えさせる ）。

よいか、考える （川学 （＊自分が石田川について詳しく調べて。

１ 習シート） いきたいことを考えさせ、自分なり

○課題ごとに、グループを の課題を考えさせる ）。

つくる。 ◎自分の感じたことから川の汚れに着目

して課題を考えたり、川ネットワーク

時 ○調べる計画を立てる。 を見て川全体についての課題を考えた

調べること りすることができた。

方法 〈各グループの課題〉

まとめ方 ・石田川の上流と下流

間 ・聖川について

聖川

聖川にはこんな魚がいました。フナやド
ジョウ、ヨシノボリです。周りは草がとて

も多く、川にはゴミがすこしありました。

聖川にいったよ
聖川に行って魚やザリガニをつかまえま

した。川岸に草やゴミがありました。
大きいおたまじゃくしがいました。

川の様子を掲示板に投稿

しました。
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・川がきたないとどうなるの？

・川をきれいにするために

・川の生き物

・川のつながり

追 究 す る 過 程 ５時間

グループで協力して、自分たちの課題について調べる

○グループで協力して追究 （＊書籍、インターネットなどを活用し

活動をおこなう。 て調べさせる ）。

・本で調べる （＊難解な資料やデータについてはわか

・インターネットで調べ りやすく解説する ）。

る （＊Ｗｅｂページは児童にとって難しい

・聞き取り調査をする 内容のものもあるので、選び方を支

５ 援する ）。

情報の収集 ◎インターネットや関連書籍を活用して

意欲的に調べていた。

◎川ネットのリンク集は、調べたいペー

ジを容易にさがせるので、積極的に活時 効 果

用して情報を集めていた。

◎川ネットの掲示板にある赤谷川の写真

から、上流がきれいであることや、川

にはいろいろな姿があることがよくわ

かり、自分たちの調べ活動にも、より間

意欲をもって取り組むようになった。

◎河川課の方から石田川に関係した資料

、や川の生き物の資料をいただいたので

それらも調べ学習に大変役にたった。

◎児童が調べてる過程で川の汚れと生活

排水の関係にも気づいてきている様子

が見られた。

河川課の人に

に聞いてみよ
う。

教えてください

石田川の中流はどんな速さで、どれだけきたないのですか。
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◎返事がきたことを喜び、自分たちのま

とめに生かそうとする姿がみられた。

（＊情報発信や掲示板を活用させる前に

はあらかじめ教師の確認を受けさせ、

責任のもてる情報のみを発信させる ）。

ま と め る 過 程 ６時間

課題について調べたことやわかったことをまとめて、発表する

○調べ活動を通してわかっ （＊誰にどんな形で伝えるかをはっきり

たこと、感じたことを人 させてから活動させる ）。

。に伝えるためにまとめる

５ （＊児童のやりたい方法を尊重するが、

なるべくいろいろな形が出せるよう

○わかりやすく伝えるため に配慮する ）。

、時 に、協力しあって活動す ◎紙芝居に表したり模造紙にまとめたり

る。 自分たちなりに工夫したまとめ方がで

きた。

間 ◎授業参観で保護者に向けて発表会を行

った。児童たちのまとめには、水の使

い方や川の汚れについて生活の見直し

をするように呼びかけるものもあった

ので、保護者に聞いてもらうのも効果

があったようだ。

（＊ワークシートを用意し、他のグルー

プの発表を聞いてわかったことや思っ

たことを書かせる ）。

川の環境を守るために自分たちにできることを考える

川の流れの速さ、きたなさについて

川の流れの速さ（流速）は、流れる水の量によって変わりますから、同じ場所
であっても、いつも同じ速さではありません。一例を挙げれば、10月の晴れたあ

る日の石田川中流では、水深30㎝くらいで流れの速さはだいたい60㎝/秒（１秒の
間に60㎝進む速さ）でした。簡単にできる流れの速さの測り方は、ササの葉など

を川に流して、何メートルを何秒かかって流れたのかを調べれば、だいたいの流
れの速さがわかります。

また、群馬県では毎年、川や湖のきれいさ、きたなさを調査しています。
その調査結果によれば、石田川の古戸根橋地点での水は「ややよごれている」
という結果になっています。詳しい調査結果については、群馬県ホームページ内

の環境白書でみてください。

河川課の方

から返事が
きました。

利根川の

つながりに
ついて、

発表して
います。
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（ 、○学習してきたことをもと ＊石田川の環境を中心に考えさせるが

に、石田川の環境を守る 石田川の環境を守ることは、川の流

ためにどんなことができ 域全体を守ることにつながるという

るか話し合う ことを気づかせる ）。

（＊水の使い方、環境美化などの面から

学校や家庭、外出先でできることを

１ 考えさせたい ）。

○自分にできることを「川 ◎これまでの学習を生かして、考え込む

を守ろうカード に書く こともなく、短時間のうちにゴミの捨」 。

時 ・学校でできること て方・水の使い方などの点から、自分

・家でできること にできることを考えていた。

・その他の場所で （＊本題材が終わっても、定期的に「川

間 を守ろう」カードに記録させ、振り

○活動のまとめをする。 返りをさせ、実践意欲を継続させて

いきたい ）。

（＊川学習シートに〈学習のおわりに〉

と〈学習の感想〉を書かせた ）。

◎川学習シートへの記入は、取り組み方

も素早く、自分の思いや感じたことを

自信をもって書き込む児童が多く見ら

れた。川の学習により、環境に対する

見方や考え方が深まったと感じられる

表現も多く見られた。

☆川の一部分がよごれると川全体がきたなくなるということがわかりました。

、 。☆人がいないほど川はきれいで 人がいるほど川がきたなくなることがわかった
☆一つの川がきたなければ利根川がきたなくなってしまうので、川をきれいにし

なければよい環境にはならないと思います。
☆川がよごれたら人間も生き物も困るということがわかり、川は大切なんだと思

いました。

わかったこと・思ったこと

★ごみを捨てない。 ★水のむだづかいをしない。

★食べ物をそまつにしない。 ★必要のない量の洗剤を使わない。
★電気をつけっぱなしにしない。 など

川の環境を守るために
自分にできることを考えました。
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(2) 授業実践における成果と課題

ア 成果

(ｱ)「視野の広がり・考えの深まり」とい

う視点から

○川ネットワークを活用したことにより、

同じ川の上流や下流の様子を、グラフ・

文・写真で知ることができた。これによ

り、川に対する見方が広がり意欲的に追

究活動に取り組むことができた。

○他地域の川と自分たちの地域の川を比較

することにより、身近な川の抱える問題

を上流や下流とのつながりの中で考え、

環境を広い視野でとらえることができる

ようになった。

○川学習シートの 〈学習のはじめに〉と、

〈学習のおわりに〉で書いたことを比べる

と、事柄・文字数・着眼点などにおいて

の記述が豊富になった。これらの記述内

容から、視野が広がり考え方が深まった

いえる。川学習シートの児童の記述をま

とめたものを図３に示す。

○調べたテーマについてまとめる過程で

は、利根川のつながりを模造紙にまとめ

たり、物語仕立てで川の汚れについての

紙芝居を作ったりと工夫してまとめてい

た。これらのまとめや児童の発表には、

川と人間生活の関係に気づいている点が

多く見られ、自分たちの生活を振り返る

ことにつながった。

○学習のまとめとしての感想からも、環境

を広い視野でとらえ、見方を広げたり考

え方を深めたりすることができたといえ

る。また、記述するときの児童の様子も

〈はじめに〉の時点では、とまどいなが

ら書いたり何も書けなかったりしていた

のに比べて 〈おわりに〉やまとめの記、

入時ではすらすらと自信をもって書いて

いる様子が見受けられた。川の環境に対

する考えが深まり自分の言葉で表すこと

ができるようになったものと考える。

(ｲ)川ネットワークを活用した授業展開

について

○平成 年度の活動案より短い時間数で15
。 、授業実践を行った 各過程の重点を絞り

児童の実践活動への取り組みも工夫して

行うようにしたので 時間配当の活動16
でも、視野を広げる環境学習にせまるこ

とができた。

○川ネットワーク上の掲示板を活用するこ

とで、他地域の情報を知ることができた

り情報を交換しあったりできることから

積極的に情報を発信していこうとする意

欲の高まりが感じられた。

○川の調査活動において、県の河川課の支

援のもと大変充実した体験活動を行うこ

とができた。様々な支援により身近な川

を五感を通して観察することができた。

この活動がその後の課題追究活動の意欲

づけとなって学習を進めることができ

た。また、河川課の協力を得ることで、

適切な川の調査場所を設定することがで

きた。

○川学習シートを活用し、学習のポイント

ごとに記述させることによって、児童の

考えを見取ることができた。

課題イ

「まとめる過程」で、川ネットワークの

掲示板を活用して、自分たちが川の環境

学習で感じたことや多くの人に知ってほ

しいことなどの情報発信を計画していた

が、実践できなかった。課題のまとめで

満足してしまった面がある。学習状況や

児童の実態により、川ネットワーク活用

の場面や期待される効果をよく考慮して

取り組むことが必要である。
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図３ 川学習シート まとめ（児童の記述をまとめたもの）
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授業実践２

赤堀町立赤堀中学校 第１学年「粕川を調査して、川の環境について考えよう」

（中学校２５時間）

(1) 指導経過

○身近な川について調べることで、自分と環境とのかかわりについて理解し、進んで

目 環境を守ろうとする態度を養う。

標 ○ネットワークを活用し、情報を共有したり交換したりすることで、身近な環境問題

を広い視野でとらえ、環境問題に対する見方や考え方を深める。

過程 ）ふれる・つかむ過程（７時間

時間 活 動 内 容 ﾈｯﾄﾜｰｸの活用 生徒の様子（教師の支援、留意点）

川のようすについて考える

○３～４人の仮グループを

作る。

１ ○川の役目を考え、話し合 ◎ゴミで汚れていると思っている生徒が

う。 多い。身近な川なのにほとんどしらな

○この辺りの粕川の様子 汚 い生徒もいる。一部の小学校の総合学（

時 れ具合）について知って 習で扱ったようである。

いることを話し合う。

、間 ○上流、下流の様子につい ◎ほとんどの生徒が上流はとてもきれい

て知っていることを話し 下流はすごく汚いと考えている。

合う。

○粕川の合流する利根川の ◎利根川のことは名前だけ知っている生

様子について知っている 徒がほとんどである。

ことを話し合う。 （川は多くの人の生活と関わっているこ

（以上履歴シート「学習の とに気づかせ点ではなく、線や面とし

はじめに ） て意識させる ）」 。

川を調査する方法を考え、川ネットワークから情報を得る

○川を調査する方法を考え ・ﾈｯﾄﾜ ｰｸの提 ◎水質調査、ＣＯＤなどの言葉を知って

る。 示 いる生徒もいた。

◎いろいろな川の写真や調べ方などに興○川ネットワークを見て、 効果

１ 情報を集める。 （最初は川ネッ味深く見入っていた。

・今までの調査結果 トにアクセスするのに時間がかかるた

時 ・調査方法 め、お気に入り登録が望ましい）

・掲示板
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間 ・調査器具の作り方 ◎利根川の掲示板には記入がなく残念そ

うだった （いくつかの学校で調べ、。

ネットワークで連絡しあうことを知ら

川ネットワーク せ、川の広がりを意識させる ）。

で調べてみました。

（掲示板は一度送ると消せないことを理

解させ、送る前に教師が内容を確認す

・代表者に掲示板に調査日 る ）。

程などを入力させる。

調査方法を確認し、調査器具を準備する

全員に川調べカードＢの項目を確認し、○調査方法を確認する。 （

記入できる部分だけ記入させる。）１ ・集合場所、行き方、調査

場所

・調査項目

時 （川調べカードＢ） ◎調査器具の使い方を確認し、分担する

、 。○調査器具を準備し、使い ことにより 次の調査に意欲が持てた

方を確認する。

間 ・ＣＯＤパックテストの使

い方

（ウチダ低容量 １０個

入り 円）1500
・気温、水温の計り方

・透視度計の使い方

・潜水鏡の使い方

○調査器具ごとに班で責任 〈調査器具〉

者を分担する。

粕川へ行き、川の様子を調べる

○校門に集合し、班ごとに （行き帰りの危険箇所、現地での危険箇

２ 自転車で移動する。 所について指導する ）。

○川の様子を体で調べる。 ◎積極的に川に入って調査する生徒や、

・川岸や川の水の様子 入ることをいやがり、石の上等から調

時 （ゴミ、水のにおい、に 査する姿が見られた （班でまとまっ。

ごりなど） て調査をさせるが、個々に調査カード

・潜水鏡で水の中の様子 に記入させる 。）

間 ・川の生き物（指標生物の

様子

手足が入れられるかな？

◎思ったよりきれいだという感想が多か○川の様子を科学的に調べ

（ 、 。）る。 班として測定し 記入させるった。
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（早く調査が終わった班に代表として調査用調査結果

紙Ａを記入させる。）・気温３２℃

・水温２６℃

・透視度２３ｃｍ

・ＣＯＤ４ｐｐｍ

調査結果を川ネットワークに入力し、調べてみたい課題を考える

。○調査結果をネットワーク ・調査結果の ◎班に１台のパソコンで順番に入力した

に提供する 発信 待っている間に、調査用紙Ｂの感想を

・川ネットワークにアクセ 川学習シートに転記した。

◎掲示板に粕川の様子や感想を班で相談スし、調査結果や感想を

して記入した。自分たちの川という意入力する。 効果

識が持てた。

◎水質調査班のほとんどの生徒が、思っ○調査結果から調べてみた

たよりきれいという感想だった。い課題を考える。

１ ・それぞれの班が入力した

集計結果を確認する。

・他の学校の調査結果を確

時 認する。

・掲示板を確認

する。

間 ・さらに調べて みたい課

題を考える。

◎「少し汚れが気になる」が多いが 「こ、

のままでは・・何とかしてほしい」

という結果もやや多い。利根川の本

流の様子へと視野を広げることがで

きた。

〈 〉利根川中流域のまとめ

課題ごとにグループを作り、追究計画を立てる
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○課題ごとに、グループを （ワークシートから事前にどのような調

、 。）１ 作り、課題を確認する。 査テーマの班を作るか 検討しておく

・グループに分かれる （自 ◎自分の一番調べたい課題のグループに。

分の一番調べたい課題の 入るようにしたが、一人になり心配そ

時 グループに入る） うな生徒もいた。似たように課題のグ

・班長、副班長を決める。 ループに入り、安心したようだった。

・グループの課題を確認す

間 る。

１班のテーマ ◎上流、下流班は人数が多いため、調査

粕川の魚 では分かれることになった。

２班のテーマ

粕川の上流と下流

３班のテーマ

粕川の歴史

４班のテーマ

粕川の有害物質

５班のテーマ

粕川と早川

○グループごとに、調査計

画を立てる。

広げる・追究する過程（10時間）過程

時間 活 動 内 容 ﾈｯﾄﾜｰｸの活用 生徒の様子（教師の支援、留意点）

広げる・追究する過程の確認と準備をする

１ ○調査活動の時間や方法を ◎家族などから聞き込んだ情報を基に、

確認する 活発な話し合いをしていた。

時 ○次の活動の準備を行う。

・準備する物

・集合時間、場所

間 ・必要な場合はアポ取り

◎他の学校からの書き込みがあり、興味○川ネットワークの掲示板 ・掲示板の活

深く見入っていた。次回の調査に意欲に情報提供を呼びかける 用。

が持てた。効果

課題について調べる

○調査活動①を行う。 ◎ 雨が降り出したため途中で学校へもど

（２時間） る。１匹も捕れかったので、残念そう

であった。
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１班

粕川で魚を獲る

（釣り、網） つれないぞ！

２班 ・掲示板の活

教室で粕川の地図作製と 用

調査地点の検討、掲示板

の記入

掲示板で他の学校に

聞いてみました。

３班 ◎ほとんどの人が昔はきれいだったと答

せせらぎ公園周辺へイ え、生徒は驚いていた。

ンタビューに行き、近

くの畑で働くお年寄り

などに聞く。

４班

インターネットで調べ ・掲示板の活 ◎粕川の水質については情報がなく残念

８ る。 用 であった。

県河川課に質問して

みました。

時

５班

早川へ調査に行く。 ◎川岸のゴミも多く、粕川より汚いと

感じられた。

間

粕川より汚いぞ！

調査結果

・気温 ℃20
・水温 ℃17
・透視度 ｃｍ20
・ＣＯＤ ｐｐｍ6

○調査のまとめと再検討（１時間）

○調査追求活動②を行う。

（２時間）
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１班

魚について情報を集める

方法について検討した。

２班Ａ ◎水は透明だが、川岸にはゴミが少

上流の水質調査 しあり、疑問に感じられた。

（ ）赤城クローネンベルグ横

すごくきれい。でも・・・

調査結果

・気温 ℃14
・水温 ℃12
・透視度 ｃｍ40
・ＣＯＤ ｐｐｍ2

２班Ｂ ◎川岸にゴミも多く、汚いと感じら

下流の水質調査 れた。

(華蔵寺公園横）

汚い！濁っているぞ。

調査結果

・気温 ℃15
・水温 ℃16
・透視度 ｃｍ23
・ＣＯＤ ｐｐｍ8

３班 ◎せせらぎ公園近くの区長さんや町剣道

もっと詳しく知ってい 教室の先生などに連絡がとれ、次回へ

る人をピックアップし の意欲が持てた。

て、電話で訪問の連絡

をする。

４班 ◎水道課では情報なし、残念であった。

町水道課などに電話

して情報を聞く。イ

ンターネットの掲示

板の書込みを確認す

る。

県河川課より返事が

届きました。

５班

掲示板に調査の感想を ・掲示板の活

記入する。早川の方が 用
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汚れている原因を考え

る。

早川の上流、下流の

ことを教えてください。

○調査のまとめと再検討を行う （１時間）。

○調査活動③（２時間）

ウグイ、オイカワなどが

たくさん釣れていました。１班

せせらぎ公園周辺で釣

。り人から情報収集する

２班 ・掲示板の活

◎下流の学校から情報があり、川がつな川ネットワークの掲示 用

がっていることが意識できた。板確認、調査結果のま 効果

とめ

下流はもっとゴミ

が多いらしいぞ！

３班

昔の粕川についてイン ◎昔は、きれいでよく泳いだことやカニ

タビューに行く。せせ や魚がたくさんとれたことがわかり、

らぎ公園の近くの区長 うらやましく思った。

宅や町剣道関係者宅

４班

伊勢崎保健所より得た ◎粕川下流の保泉橋付近での平成１５年

資料を検討する。 度公共用水域水質検査では環境基準内

であることがわかり、安心していた。

５班

早川の方が汚れている ◎工場や公園が多く、橋の下流にゴミが

原因調査に行く。 多いことに気づいた。

調査結果から、川の環境問題と人間との関わりについて考える１

◎利根川の上流の情報から、泳げるほど時 ○自分たちの調査結果をま ・掲示板の活

きれいなことを知り、視野を広げることめる。 用

とができた。○利根川全体の汚れについ 効果

◎下流はやや汚れていて、その原因が流間 て考える。

域に住む人間と関わっていることに気○調査結果から、川の環境
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づけた。問題と人間との関わりに

ついて考える。

まとめる・ふかめる（８時間）過程

時間 活 動 内 容 ﾈｯﾄﾜｰｸの活用 生徒の様子（教師の支援、留意点）

地域の川の環境を守るために、自分たちにできることを考える１

時 ○調べたことをもとに、地 ◎生活排水に注意して生活することが必

域の川の環境を守るため 要であることに気づいた 。。

間 にできることは何かを考 ◎資源ゴミのリサイクルも川を守る上で

える。 大切であることがわかった。

情報発信の準備と各自の実践をする

３

○校内へ情報発信の準備を （まとめ方についていくつかの方法を例

時 する。 示し、伝える相手にあった方法を考え

・班の希望によって発表方 させるようにする ）。

間 法を決めた。

（ ， ， ）模造紙 ２ ４ ５班

ポスターセッション

（ ）１班

（ ）パワーポイント ３班

○並行して、各家庭などで ◎家庭で実践できることをやってみると

できることを実践する。 意外と大変なことに気づいた。

校内、校外へ情報の発信をする

（ ）２ ○水質調査班内の発表会 発表の仕方や聞き方など指導しておく

班内で発表する（練習を ◎他の水質調査班の調査結果をあらため

かねる） て確認し、考え方を深めることができ

時 た。

○学年内発表会 ◎環境問題の他のテーマの発表を聞き、

他のテーマの班と混 視野を広げることができた。

間 成により、分かれて

発表会を行った。 緊張しました。

川ネットワークで学校外に情報を発信する

１
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◎自分たちの学習のまとめを川ネットワ○環境を守るためにみんな ・掲示板の活

ークにのせることにより、川学習の達にしてほしいことや、自 用

成感を持つことができた。時 分たちで行っていること

◎他の学校の書き込みを読み、連帯感がの感想を掲示板に記入し 効果

生まれた。て他の人に呼びかける。

間

みなさんも協力して

ください。

全体の活動をふりかえる１

○全体の活動をふりかえる 〈生徒の感想〉。

時 ・川学習シートに「学習

を終えて 「感想」を記 ・思ったより、川が汚れていて驚いた。」

入する。 ・ビニールのゴミなどが多いことがわかった。

間 ・ときどき掲示板をのぞい ・これからの生活で気をつけるべきことが

て、他校の様子を確認し わかった。

たり、実践の感想を書き ・自分の町の川のことがわかってよかった。

込んだりする。
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(2) 授業実践における成果と課題

ア 成果

(ｱ)「視野の広がり・考えの深まり」とい

う視点から

○学校区の川の調査だけになりがちな学習

を、川ネットワークの掲示板を活用した

ことにより、同じ川の上流や下流を調べ

ている中学生がいることや、彼らの調べ

ている川の様子を知ることができた。こ

れにより、今まで、せせらぎ公園付近の

粕川のみであった見方が、上流や下流へ

つながり、今の粕川が少し汚れている原

因は上流にも関係があることがわかり、

その結果、自分たちの行動が下流の人に

迷惑をかけてしまうことに気づき、視野

が広がったと考えられる。

○川ネットワークでは、粕川は利根川中流

ととらえるため、利根川上流の赤谷川や

利根川下流の石田川のデータはすべて利

根川に入力される。自分たちの調査結果

を入力した後、利根川の調査結果を確認

すると、利根川上流や下流の情報がつか

め、粕川からさらに利根川へと視野を広

げることができた。

○川ネットワークの掲示板を読むことによ

り、他の中学生の意見を確認することが

でき、多様な考え方に接して、今まで気

づかなかったことを知ることができた。

、 。これにより 考えを深めることができた

○班ごとに課題を追求する場面では、自分

たちで調査を進められる班もあったが、

調べてもわからない場面がでてきた。

そのとき 「県河川課への掲示板」に質、

問することにより、詳しい返事をもら

うことができた。これにより、考えを

深めることができた。

○図３の川学習シートのまとめで 「学習、

のはじめに」と「学習を終えて」を比べ

ると、着眼点は から に増加し、文19 33
字数も から と増加していること114 226
から、視野の広がりや考えの深まりに効

果があったことがわかる。

○図３の川学習シートの「学習のはじめ」

、「 、 」では 下流はきたない 魚も住めない

というようなイメージが強く出ているが

「学習を終えて」では「下流もすごく汚

れているわけではなく、生物も住んでい

」 、る という正しい理解ができたことより

視野が広がったと考えられる。

川ネットワークを活用した授業展開に(ｲ)

ついて

○「ふれる・つかむ過程」で時間をやや多

めに取ることにより、川ネットワークに

ふれる時間の余裕が生まれ、また、そこ

から直的に情報を取り入れることができ

たので、その後の調査活動に意欲的に取

り組むことができた。

○「広げる・追求する過程」で、２時間続

きの調査活動の前後に１時間づつ「まと

めと再検討」の時間を取り、この時間に

川ネットワークの掲示板を確認すること

ができた。他校や県河川課への情報提供

の呼びかけを行うことや情報を得ること

ができた。

○「まとめる・ふかめる過程」で、情報発

信の１つとして掲示板に記入すること

で、赤堀地区だけでなく、県内全域に呼

びかけられたという達成感が持てた。

○川ネットワークを活用した授業展開を行

うことにより、 時間が無駄なく大変25
スムーズに流れた。特に、掲示板を書き

込んだり読んだりすることで、意欲をも

って取り組み続けることができた。

○川学習シートを使うことにより、活動の

流れを把握しやすく、生徒の考えを見取

ることができた。

課題イ

「まとめる・深める過程」で、実践活動

を各自の実践としたが、川の清掃や宣伝

活動などみんなで行う実践活動を取り入

れられると、さらに視野の広がりや考え

の深まりがあると思われる。
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図４ 川学習シート まとめ（生徒の記述をまとめたもの）



－23－

授業実践３

新治村立新治中学校 第２学年 「赤谷川を調べ、川の環境について考えよう」

（中学校15時間）

（１）指導経過

○身近な川について調べることで、自分と環境とのかかわりについて理解し、進んで

目 環境を守ろうとする態度を養う。

標 ○川ネットワークを活用し、情報を共有したり交換したりすることで、身近な環境問

題を広い視野からとらえ、環境問題に対する見方や考え方を深める。

ふれる・つかむ過程 ５時間
時間 活 動 内 容 の活用 生 徒 の 様 子（教師の支援、留意点）ネ ット ワーク

赤谷川の環境を調べるための調査方法について知る

○赤谷川について知ってい ◎身近な川のことなのに、意外と知らな

ることや感じていること いということに気づくことができた。

１ を伝え合う。 （＊川で遊んだ経験などを想起させる ）。

・ 川学習シート》に記入《

◎川ネットワークに自分たちも参加した時 する。 ・ネットワー

り、ネットワーク中のリンク集でさま・川ネットワークを開いて クの提示

ざまな情報が調べられることを知った間 情報を確認し、調査方法

りすることで学習に対する興味を高めを知る。 効 果

ていた。○川調べカードの記入方法

。や調査項目について知る

《川調べカード》

赤谷川に行って川の様子を観察したり、川の中の様子や水質などを調査する

○川岸や川の様子を観察し ・情報の収集、

カードに記入する。 ＜環境調査の様子＞

《 》川調べカード

２

時

間

○実際に川の中に入り川の ◎川にふれることで、水がきれいなこと

。生き物（指標生物）や川 や魚がたくさんいることを実感できた

の中の様子を調べる。 ◎川岸にペットボトルやビニールゴミが

※水中カメラ、潜水鏡、水 捨てられているのを見つけ、身近な川

中メガネ等を使う。 の抱える問題について気づくことがで

○ パックテスト・透 きた。COD

川がきれいだった

ので思わず泳い

じゃいました！
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視度検査を行う。 ◎調査を通して、赤谷川のよさを感じる

○気付いたこと、検査結果 ことができた。

から分かったことなどを （＊ダム放流の有無等を事前に確認して

《川調べカード》に記入す おく ）。

る。 （＊調査範囲や危険箇所を指導する ）。

○川を調査した結果や感想 （＊簡易透視度計は継ぎ目の部分から水

を 《川学習シート》に記 が漏れてしまう場合があるので、調

入する。 査前に予め確認しておくとよい ）。

赤谷川の調査結果を発信する

◎川ネットワークによって他地域の川の○調査の結果を、共有情報 ・調査結果の

様子を知ることにより、自分たちの川として提供する。 発信

のよさを認識するとともに川を大切に・科学的調査結果

していきたいという意識がでてきた。１ ・掲示板への投稿

効 果

時

間

＜掲示板への投稿＞

◎川ネットワーク中の掲示板によって、○他の地域の川の様子と比

他校の川の様子を知ったり、他校の児較し、赤谷川の環境の特

童や生徒に自分たちの川の様子を知っ色について考える。

てもらいたいという意欲が高まった。

○他の学校や地域では、川

に対してどのような取組

をしたりかかわりをもっ

たりしているか情報を得

る。

調査の様子を掲示板

に投稿しました。
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テーマ（課題）を決めて、調べる計画を立てる

○赤谷川の環境についてさ

らに調べてみたいテーマ

を考える。

＜掲示板への他校からのメッセージ＞

◎掲示板の中の他校の活動や意見を参考・情報収集

にすることにより、川の上流・下流と１

いった視点に地域的広がりのある課題

や、民話や昔の川についてなどの時間時 効 果

的視点をもつ課題を設定することがで

きた。間

○テーマごとにグループ分 ＜グループのテーマ＞

けをする。 ・川の植物について

・赤谷川の魚について

・川の生物について

○調査の計画を立てる。 ・川のゴミについて

・調べる内容 ・川の上流と下流のちがい

・調べる方法 ・川の源について

・まとめ方 ・年間を通しての川の様子

・赤谷川に河童はいるか

－カ ッパ の民話 ・か っぱ祭 りの 由来－

（ 昔の 遊び・ 今の 遊び）・川の遊びについて

・川にちなんだ話（物語・民話）

・ダムについて

広げる・追究する過程 ６時間

課題について調べる

○課題について調べる。 （＊聞き取り調査などについては休日な

・文献調査 ども利用させる ）。

・身近な人からの聞き取り ・情報交換 （＊デジタルカメラなども準備し、必要

調査 に応じて活用させる ）。

・川での調査 生き物など （＊川に関するパンフレットなどの資料（ ）

・川ネットワークのリンク を予め準備しておく ）。

集を活用した調査 （＊川ネットワークにより他校の生徒・

・川ネットワーク中の掲示 ・情報収集 児童とも学び合うことのできる環境

私たちの掲示板を

見た他の学校から

メッセージが届き

ました。
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板を活用して、他校の生 をつくる ）。

徒・児童と情報交換を行 （＊赤谷川の様子について、予めデジタ

ったり、環境や川にかか ル画像として準備をしておいて適宜

わる専機関から情報や助 使用させる ）。

言を受けたりする。

５

時

間

＜掲示板での県河川課への質問＞

◎テーマについて調べることで、知識の

広がりがみられた。

◎赤谷川についての調査を通して、利根

川の様子や他の川の流れの様子につい

て知ることができ、地理的な視野が広

がった。

＜赤谷川支流（沢）の調査＞

＜掲示板での県河川課への質問＞

◎川ネットワークを使って調べたことか

ら、新たな疑問を見つけ、それをさら

に課題として広げ、追究することがで効 果

きた。＜沢の上流部（猿ヶ京内）＞

◎テーマについて調べる活動を通して、

川のもつ役割・大切さについても理解

することができた。

◎休日を利用して、近くの川（沢）の水

源の調査を行った生徒もいた。水源の

近くには温泉の源泉があることもわか

った。

＜沢の水源＞

＊近くには温泉の源泉もあった！

掲示板で県河川課

に質問しました。
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＜掲示板への県河川課からの回答＞

（＊情報を発信や掲示板を活用する前に

は、予め教師の確認を受けさせ、責

任のもてる情報のみを発信させる ）。

○調べたことを発表ができ （＊自分たちの発表内容にふさわしいま

るようにまとめる。 とめ方をさせる ）。

◎発表の方法を考えながら、工夫してま

とめの作業に取り組むことができた。

＜発表に向けてまとめる様子＞

テーマ（課題）について調べたことを発表する

○調べたことを発表する。 （＊ポスターセッションを行う ）。

＜発表方法の例＞ （＊発表を意識的に聞かせるためにワー

・模造紙 クシートを用い、わかったことや参

・紙芝居 考になったことを記入させる ）。

・川ネットワークの掲示板

県河川課から

回答がきました。

発表に向けて

まとめています。
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１

時

＜発表の様子＞間

◎様々な視点から赤谷川やその他の川に

ついて理解することができた。

◎身近な川なのに知らないことが多い、

ということに気づき、疑問に思うこと

などをさらに調べてみたいという生徒

もいた。

＜ の動画を使った発表＞G-Tak

＜紙芝居を取り入れた民話の発表＞

○発表を聞いてわかったこ

とや参考になったことを

記録する。

◎自分たちの川がきれいで、恵まれてい

るということを再認識することができ

た。

◎季節ごとの川の様子の変化に気づくな

、 。ど 時間的な視野の広がりが見られた

◎発表の仕方や方法などについても学び

合うことができた。

○各自が聞いた発表の内容

をグループごとにまとめ

る。

（ 、＊発表内容を共有のものとするために

各自が聞いた内容を、グループごと

にまとめさせる ）。

紙芝居で民話の

発表をしています。

発表の様子です。

Ｇ -Takの動画を

つかって発表

しています。
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まとめる過程 ４時間

身近な川の環境を守るために自分たちにできることを考え、情報発信する

○地域の川の環境を守るた

めに自分たちでできるこ

。とは何なのかをまとめる

◎今までの学習を基に、環境を守るため○活動を通してわかったこ ・情報発信

に自分たちができることや、他の人にと、感じたことを工夫し

伝えたいことなどをネットワークを通て情報発信する。

じて発信することができた。

２

時

間

＜掲示板への情報発信＞

ネットワークで発信した情報に対する反応や意見に対して返信する

○ネットワークで発信した ・意見交換

２ 情報に対する反応や意見

に対して、返信する。

時

間 ○活動のまとめをする。

活動を通して

わかったことや

感じたことを

掲示板に投稿

しました。
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＜ ＞川学習シートへの生徒の記述例

☆川のことを調べていろいろなことがわかった。キレイな川を守って
くためにも、自分のできることをしていこうと思う。

☆川の役目などいろいろなことがわかった。自分にできる川のことに
関しては、積極的に実行していきたいと思います。また、赤谷川を
このままの状態で保ち続けたいです。

☆たくさんの魚が赤谷川にいて、ほっとしました。赤谷川は魚にとって
も住みやすい環境なんだと思うと、とても安心です。これからも川の
ゴミを拾うなど川をキレイにしたいです。

☆川は人間や他の生物にとってなくてはならないものだと思った。赤谷
川はきれいなので自分たちは絶対に汚してはいけないと思った。

☆環境をこわしていくのはやっぱり人間だと思った。こわれた環境を戻
していくのも人間が必要だと思った。

活動のまとめです。
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(2)授業実践における成果と課題

ア 成果

( 「視野の広がり・考えの深まり」といア )

う視点から

○ふれる・つかむ過程で、実際に川に行き

調査をしたことによって、自分たちの身

近な川が思っていた以上にきれいである

ということを知り、川に対する見方を広

げることができた。

○川ネットワークによって他地域の川の様

子を知ることにより、自分たちの川のよ

さを認識するとともに川を大切にしてい

きたいという意識が高まった。

○川ネットワークを活用し他の地域の川と

比べることにより、自分たちの川に対す

る新たな疑問を見つけることができ、課

題についてさらに深く追究することがで

きた。

○赤谷川についての調査を通して、利根川

の様子や他の川の流れの様子について知

、 。ることができ 地理的な視野が広がった

○グループで調べたことを、ポスターセッ

ション形式で発表させたことによって、

各グループの情報を共有のものとするこ

とができ、川に関する様々な視点からの

理解を深めることができた。

○川学習シートの記述内容についても、事

柄・文字数・着眼点などにおいて記述が

豊富になっており、視野が広がり考え方

が深まったといえる。次に川学習シート

。 、 、での生徒の記述例を示す また 図５に

川学習シートにおける生徒の記述内容を

まとめたものを示す。

・ 赤谷川はとてもいいところでした！！「

ぼく達が川を大切にしていきたいと思い

ます 」。

・ みんなが泳げるくらいキレイでした。「

泳いだ人もいました。ゴミは、ほとんど

なかったけど、岸に少しありました。白

サギがやってきたり、魚などもたくさん

います。ゴミなどは、川に遊びに来る人

たちが捨てていったものでしょう。もっ

とキレイな川にするために、そういう事

はなくしてほしいです 」。

・ 赤谷川はスゴイ！！といってくれてい「

たトコロがありました。上流と下流で、

そんなに違うんだぁと思った 」。

・ 川は１つの流れなので同じだと思って「

いたけど、下流に行くにつれて全然変わ

っていくことがわかった 」。

・ 自分では、川に入ることはすごく簡単「

だと思っていました。けど下流の人たち

は入るのがやなくらい汚れていることが

わかりました 」。

(ｲ) 川ネットワークを活用した授業展開

について

○他校の活動の様子や他地域の川の様子な

どを川ネットワークを通じて知ることに

よって、自分たちの課題を設定したり、

意見をまとめたりする際の参考にするこ

とができた。

○川ネットワークを活用することによっ

て、ダムや気象についてなどの専門的な

情報を手に入れることができた。また、

河川課への掲示板に質問することにより

自分たちだけでは調べることのできなか

った情報を得ることができ、課題追究に

役立てることが出来た。

○川ネットワークを使って調べたことから

新たな疑問を見つけ、さらに河川課への

掲示板に質問をすることによって、課題

についてより深く調べることができた。

○川学習シートの記述により、生徒が活動

をしている中で、どんなことを知り、ど

んなことを考えるようになってきたかを

把握することができた。

イ 課題

○川ネットワーク中の河川課への掲示板に

質問をする際には、回答の希望日時を記

入したり、教師の側で予め河川課と連絡

を取ったりしておくとよい。

○川ネットワーク中の「川のなんでも情報

ボックス」では、川に関する様々な事柄

が、ｗｅｂページのリンクによって調べ

ることができる。生徒の調べるテーマに

ついて使えそうなものを事前に教師側で

リストアップしておくと、調査活動をス

ムーズに進めることができる。
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図５ 川学習シート まとめ（生徒の記述をまとめたもの）
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授業実践３

境町立北中学校 第１学年 「粕川を調べ、川の環境について考えよう （中学校10時間）」

(1) 指導経過

○身近な川について調べることで、自分と環境とのかかわりについて理解し、進んで

目 環境を守ろうとする態度を養う。

標 ○川ネットワークを活用し、情報を共有したり交換することで、身近な環境問題を広

い視野でとらえ、環境問題に対する見方や考え方を深める。

ふ れ る ・ つ か む 過 程
時間 生 徒 の 活 動 ﾈｯﾄﾜｰｸの活用 生徒の様子（教師の支援、留意点）

身近な川の様子について考える

１ ○地域の川「粕川」につい ◎学区内を流れる粕川は、校歌の歌詞に

て知っていることを話し も入っており、名前を知っている生徒

合う。 も多い。しかし、川の現在の様子につ

・ 川学習シート》に記入 いては 「汚そう 「臭そう」など感覚《 、 」

する。 的に捉えているのみであり、実際の様

時 子はよくわかっていない。

◎川ネットワークの活用のしかたの説明○川ネットワークを開いて、・ﾈｯﾄﾜｰｸの提

を聞くことで、川学習への意欲の高ま活用のしかたを知る。 示

りが感じられた。効 果

○活動計画を立て、目的を ・川のことで疑問に思ったことなど、個

間 持って調査ができるよう 人的な課題について計画を立てた。

にする。

○《川調べカード》の記入 ・ 川調べカード》の記入方法を確認し、《

方法と、調査項目につい 事前に記入できる項目については記入

て知る。 を済ませた。

身近な川（粕川）の環境を調べる

○調査場所まで自転車で移 （行き帰りの安全、調査上の注意につい

動をする。 て十分指導をしておく ）。

○身近な川で五感を通して ・情報 ﾃﾞｰﾀ ◎身近でありながら、足を運ぶことの少（ ）

自然環境を知ると同時に の収集 なかった地域の川を調査し、川に対す、

地域の環境問題に目を向 る見方や考え方に変化が見られた。

ける （川の調査） ◎実際に川の水をすくってみたり、透視。

２ ・川岸や川の水の様子 度検査から水自体はそれほど汚れてい

（ゴミ、水のにおい・に ないということがわかった。空き缶が



－34－

ごりなど） いくつか沈んでいるのが見えた。

・科学的な調査 ◎空き缶やペットボトル、プラスチック

（ 気温 ・ 水温 、 の容器やビニール類等のゴミが川岸に

時 透視度、 多く見られた。COD
ﾊﾟｯｸﾃｽﾄ） ◎調査活動に意欲的に取り組む姿が見ら

れたが、川の中に入ってみたいという

生徒はいなかった。川岸には膝丈ぐら

いの草がたくさん生えており、長時間

間 いたいという雰囲気ではなかった。

◎アメンボなどの水生昆虫も見られ、魚

などもいそうだった。どんな生き物が

いるのかということにも興味を持った

ようだった。

◎「川の上流はもっときれいなんだろう

な 」というつぶやきも聞かれ、川の。

つながりにも目を向けることができる

ようになった。

調査結果を、川ネットワークを使って発信する

１

○各自で調査結果をもう一 ・調査結果の （生徒が適切に情報発信できるように支

度確かめ、情報を発信す 発信 援する ）。

◎各自の調査結果を共有することで、同る。

じ川に対しても見方や感じ方に違いが効 果

あることに気づくことができた。時

間

○自分たちの川の調査結果 ◎調査結果から、自分たちの川の汚染が

の集計から気づいたこと 進んでいるということが捉えられたよ

や疑問に感じたことやネ うだった。

ットワークを使って調べ （ネットワークの有効な活用のしかたに

たいことを《川学習シー ついて考えさせる、川全体で環境問題

ト》に記入する。 をとらえさせるようにする ）。

アメンボです。

気持ちよさそ

うでした。

雨が降った後だった

ので、水は思った

よりきれいでした。

川の中や川岸には空

き缶などのにはゴミ

がたくさんありまし

た。心ない人が多く、

何だか寂しい気がし

ます。

データの打ち

込み中。間違え

ないようにしな

いと・・・。
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◎他地域の川（上流や下流）の様子や川

の汚れの原因、川の生き物等について

調べてみたいという生徒が多かった。

広 げ る 過 程
時間 生 徒 の 活 動 ﾈｯﾄﾜｰｸの利用 生徒の様子（教師の支援、留意点）

地域の川が抱えている環境問題について考える

１ ○いろいろな地域の川の状 ・情報の共有 ◎川の中や川岸にゴミが多かったことか

況を知ることで、自分た 化（他校の ら、ゴミを減らす努力やゴミを安易に

ちの地域の川が抱えてい 情報収集） ポイ捨てしないように呼びかけていく

る問題点を考える。 必要があることに気づいた。

◎ネットワークを利用し、他校の調査結

果を参考にして、流域としての問題点時 効 果

はないかを考えた。

◎利根川流域に調査結果から、下流に行

くに従い汚染が進んでいることに気づ

いた。

間 （ネットワークの掲示板を使って、他校

との情報交換が可能なことを知らせ

る ）。

○ネットワークを通じて、 ◎メール感覚で情報交換ができることを

わかったことを《川学習 知り、質問したいことや呼びかけたい

シート》にまとめる。 たいことを意欲的に考える様子が見ら

れた。

ネットワークを通じて他校と交流をする

２

○ネットワーク中の掲示板 ・情報交換・ （掲示板活用の際の注意事項を確認して

を活用し、他校との情報 意見交換 おく ）。

◎地域の川の様子や川の調査で感じたこ交換や意見交換を行う。

とを掲示板に書き込んだ。時

◎掲示板を読んだり、添付された写真を

見ることによって他校の川の様子を具効 果

体的に知ることができた。

◎データからだけではわからない上流と間

下流の様子の違いがわかり、驚いてい

る様子がうかがえた。

○他の学校からのメッセー

ジを読み、必要に応じて

返信をする。
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川の環境と人間の関わりについて考え、自分自身の生活を振り返る１

○ネットワークを通じてわ ◎下流に行くに従い汚染が進んでいるこ

かったことから、環境問 とから、環境破壊に加害者が人間であ

題について考える。 るということに気づくことができた。

時 （自然や暮らしは流域の中でつながり関

係し影響を与えあっていることに気づ

かせ、広い視野で環境問題について考

えることができるようにする ）。

○自分たちの生活を振り返 ◎自分のこれまでの生活を振り返り、環

間 り、生活の中の問題点はな 境に対する意識が低かったことを反省

いか考える。 している様子がうかがえた。

ま と め る 過 程
時間 生 徒 の 活 動 ﾈｯﾄﾜｰｸの利用 生徒の様子（教師の支援、留意点）

粕川についての調査結果や調べて分かったことをまとめて、

みんなに伝えられるようにする

○これまでの活動を通して （必要に応じて、インターネットや文献

１ わかったことや自分たち で補足のための調査をさせる ）。

の考えなどを《川学習シ ◎身近な川の環境を守るためには、まず

ート 》にわかりやすくま は自分たちがゴミを捨てないようにし

とめる。 たり、家庭からの生活排水を少なくし

たり、工夫していくことが必要だとい

う考えに至った。

時

赤堀中の投稿に対して、上の

このような返信をしました。
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間

、◎自分たちだけが気をつけるだけでなく

ポスターを作成したり、ネットワーク

を活用して、できるだけ多くの人に呼

びかけていきたいと考えるようになっ

た。

自分たちの思いを、川ネットワークを使って発信する１

○活動を通して分かったこ ・情報発信 わ （生徒が適切に情報発信できるように支（

時 と、感じたことなどの自 かったこと、 援する ）。

◎活動を通してわかったこと、自分たち分たちの思いをネットワ 感じたこと）

が環境を守るためにできること、活動ークの掲示板に書き込む。

のまとめと項目立ててわかりやすく情間

報を発信することができた。効 果

◎自分たちが生活の中で取り組むことが

できる小さな活動が、最終的には環境

を守ることへつながっていくことに気

づくことができた。

☆台所からの排水
残り物をすぐに捨てない。残り油を捨てない。器や鍋についた油は、すぐ洗

剤をかけて洗わずに、紙などで拭き取ってから洗う。使用する洗剤の量を少なく

する。クズ受けにはネットを付けるようにする。
☆洗濯時の排水

洗剤の使いすぎに注意する。合成 洗剤よりも、分解の早い石けんを使用する
ほうが、水を汚さず環境にや さしい。

☆入浴時の排水

シャンプー、リンスの使用量を抑えるよう心がける。庭の植木等にまく。
☆ その他

掃除やトイレで使う洗剤の使用量を抑えるよう心がける。

こんなアイデアが出さ

れました。ちょっとし

たことの積み重ねが大

切だということがわか

りました。

活動のまとめとして、自分たちの思

いを発信しました。環境の大切さを

多くの人たちにもう一度考えてもら

いたいと思います。

「わたしがやりましょう」そういう

“わたし”がたくさんいてくれるこ

とを祈ります。
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(2) 授業実践における成果と課題

成果ア

(ｱ)「視野の広がり・考えの深まり」とい

う視点から

○川ネットワークの活用することで、自分

たちの調査結果や考えを校内だけでな

く、多くの人たちに知ってもらえるとい

うことから、川の学習への意欲や関心が

高まり、自主的に活動に取り組もうとす

る前向きな姿勢が感じられた。

○川ネットワークを活用することで、他地

域の川と自分たちの地域の川を、グラフ

や文、写真等で比較することができるこ

とから、身近な川の抱える問題を上流や

下流とのつながりの中で考えられるよう

になり、視野が広がったと考えられる。

○川ネットワークの掲示板を読むことによ

り、他の小学校や中学校の児童・生徒の

意見を確認することができ、多様な考え

方に接することができた。これにより、

環境に対する考え方を深めることができ

た。

○図６の川学習シートのまとめで 〈学習、

のはじめに〉と〈学習のおわりに〉で書

いたことを比べると、着眼点は から13
に増加し、文字数も から へ24 162 356

と増加していることから、視野の広がり

や考えの深まりに効果的であったことが

わかる。

○学習のまとめとしての感想からも、環境

を広い視野でとらえ、見方を広げたり考

え方を深めたりすることができたといえ

る。その記述例を以下に示す。

・ 同じ川でも上流と下流では様子が全然「

ちがうということがわかった。上流はき

れいだけれど、下流に行くと汚くなって

いってしまうのは、やはり人間に原因が

あると思う。自分のできることから少し

ずつ実践していきたいと思う。そして、

少しずつまわりの人にも協力してもらう

ようにして、川をきれいにしていきた

い 」。

・ ちょっとしたことを気をつけるだけで「

川を汚さずにすむということがわかっ

た。今までは余り気にしていなかったけ

れど、川の大切さがわかったので、これ

からは川を汚さないように努力をしてい

こうと思う 」。

このように、川の環境問題を自分たち

の地域や一個人の問題ととらえること

なく、広い視野でとらえることができ

るようになった。また、進んで環境保

護にかかわっていこうとする姿勢が見

られるようになった。

川ネットワークを活用した授業展開に(ｲ)

ついて

○ 時間という短い時間での活動ではあ10
ったが、調査活動をもとに川ネットワー

クを利用して効果的に学習を進めること

ができた。

○川ネットワーク上の掲示板を活用するこ

とで、他校の情報を知ることができたり

情報を交換しあったりできることから積

極的に情報を発信していこうとする意欲

の高まりが感じられた。

○活動のまとめを掲示板に書き込むことに

より、自分たちの考えを多くの人たちに

呼びかけることができたという喜びや達

成感を感じることができた。

課題イ

○調査に適した場所を見つけるのが難しか

った。県河川課に相談をすると、適切な

調査場所を紹介してくれるだけでなく、

調査活動にも協力がいただけるので、積

極的に連携が図れるとよかった。

○川ネットワーク上の掲示板を使っての情

報交換が、各学校での活動に時間差があ

るため、必要なときに必要な情報を得ら

れない可能性がある。事前に連絡を取り

合い掲示板に情報を書き込む日時を知ら

せておけるとよい。

○その場限りの活動にならないように、定

期的に実践活動の振り返りを行う場面を

設定する必要がある。
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図６ 川学習シート まとめ（生徒の記述をまとめたもの）
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授業実践をもとに、他校でも活用できるように川学習指導展開例を作成した。作成した展開

例は、小学校 時間配当、中学校 時間配当、中学校 時間配当、中学校 時間配当の４16 25 15 10
つである。

以下に、作成した展開例の一例を示す。

単元名「○○川を調べ、環境について考えよう （中学校１，２年生版 15時間配当）」

目 ○身近な川について調べることで、自分と環境とのかかわりについて理解し、進んで

環境を守ろうとする態度を養う。

標 ○川ネットワークを活用し、情報を共有したり交換することで、身近な環境問題を広

い視野でとらえ、環境問題に対する見方や考え方を深める。

過程 時 活 動 内 容 ネットワーク 教 師 の 支 援

の活用

学習テーマ：身近な川の環境を調べよう

※学習状況を把握して評価に役立

てるために、川学習シートを活

用するとよい。

身近な川についての情報交換 ・川に関する経験や知っているこ

とを自由に発表させる。

・ 川調べカード》を提示し、必《

身近な川の調査方法について ず調べる内容とその方法につい

知る て説明する。

１ ・その他に、生徒が調べてみたい

内容があれば取り入れてもよ

い。

ふ ・川ネットワークを開いて、活用

れ 川ネットワークの活用方法の ・川ネットワ のしかたを説明する。

る 確認 ークの提示 ・インターネットの操作方法やモ

・ ラルについても指導する。

つ ※川ネットワークの提示につい

か ては、場面をとらえて行うも

む のとし 『情報の共有化』の、

過 場面で扱うことも可能。

程

・安全に十分配慮し、調査活動を

５ 身近な川の調査活動 ・情報収集 行わせる。

時間 ・調査に適切な場所を事前に確保

２ しておく。

・適切な活動場所が見つからない・

場合には、群馬県河川課に相談３

Ⅳ 川学習指導展開例の作成
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するとよい。依頼をすればゲス

トティーチャーとして調査活動

にも協力していただける。

・川や川岸の様子を観察させ 川、《

調べカード》に記入をさせる。

・生徒が適切に情報発信ができる

情報の共有化 ・調査結果の ように支援する。

（調査結果の発信） 発信 ・共有情報のやり取りを通して、

広い視野で環境がとらえられる

ことに気付かせる。集めた情報

４ をどうしたらよいかという投げ

かけから川ネットワークの活用

へとつなげていく方法も考えら

れる。その場合には、この場面

で川ネットワークを提示すると

効果的である。

・テーマについてどのような方法

○○川の環境について、さら で調べていくのか見通しをもた

に調べてみたいテーマ 課題 せる。（ ）

を決め、計画を立てる ＜調べる方法の例＞

・文献調査

・聞き取り調査

・川ネットワークの活用

・現地調査

＜テーマ例＞

５ ・川の生物について

・川の植物について

・川のゴミについて

・川の上流と下流の違いについて

・川の昔の様子について

・川の遊びについて

・川にまつわる民話について

・ダムについて

学習テーマ：環境を広い視野でとらえ、環境問題について考えよう

・川ネットワークにより、他校の

広 テーマについて調べる ・情報収集 生徒・児童とも学び合うことの

げ ６ できる環境をつくる。

・川ネットワーク上の「県河川課る ・ ・情報交換

との掲示板」を活用し、情報を・ ７

提供してもらったり、助言を受追 ・

けられるようにする。究 ８
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す ・ ・調べた内容を発表するのにふさ

る ９ 調べたことを発表に向けてま わしいまとめ方をさせる。

過 ・ とめる

10程

６

時間 ・ポスターセッションを行っても

調べたことを発表する よい。11

学習テーマ：身近な川の環境を守るために、自分たちにできることを考えよう

・調査結果から、身近な川の環境

身近な川の環境を守るために を守るために、自分たちにでき

自分たちでできることについ ること、しなくてはならないこ

て考える とを考えさせる。

・生徒が適切に情報発信できるよ

自分たちの思いを情報発信 ・情報発信 うに支援する。

ま する ・自分たちの思いが伝わりやすい

と ように書き方を工夫させる。

め ・川ネットワークの掲示板を活用

る し、自分たちの取組や環境を守12
過 ・ るための意見や呼びかけを情報

程 発信させる。13
・ ・ポスターや新聞などを作成し、

４ 校内や地域向けに情報発信して14
時間 ・ もよい。

15
・川ネットワークで発信した情報

、川ネットワークで発信した情 ・意見交換 に対する 反応や意見に対して

報に対する反応や意見に対し 再調査を実施したり、考えをま

て、返信する とめ直させたりして、返信させ

る。

※川ネットワークで発信した情報

に対する意見や反応があった段

階で適宜返信等を行わせる。

※ 川学習シートにまとめると

便利。活動のまとめをする
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ポイント１

川ネットワークを活用しよう

川ネットワークは、群馬県総合教育センタ

ーのホームページにあります。調査器具の作

り方から調査方法、授業の進め方までありま

す。調査結果を入力する場合はパスワードが

必要になるため、総合教育センターの産業科

学グループまで連絡をしてください。

川ネットワークの調査結果や掲示板の情報

を見ることで、他地域の様子がよくわかり視

野を広げることができます。

ポイント２

県河川課に連絡をとろう

今回、新たに「県河川課との掲示板」を設

置しました。質問事項などを書き込むと、後

日、県河川課の方が回答を書き込んでくれま

す。

川の調査では、県河川課に協力を依頼して

講師として来てもらいましょう。専門の方が

何人も来てくれていろいろ調べる方法を教え

てくれます。県庁のホームページにある出前

講座を確認してください。

ポイント３

川学習シートを利用しよう

川学習シートは１枚でできているため、記

入もあまり負担とならず、学習のポイントご

とに記入させることにより、視野の広がりや

考え方の深まりを確認するのに大変有効で

す。

Ⅴ 充実した環境学習に向けて


